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No． 学 級 等 氏 名 No． 学 級 等 氏 名
１ 校 長 森田 昌孝 １６ 図書館補助員 板倉 美紀
２ 教 頭 萩原 正実 １７ 図書館補助員 飛田ちづる
３ 教務主任 野澤江利子 １８ 学力向上補助員 森 佳洋子
４ １ の １ 石井菜菜美 １９ 特別支援教育支援員 桒子 操
５ ２ の １ 髙栁 希 ２０ ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ 川田眞佐子
６ ３ の １ 松村由美子 ２１ スクールカウンセラー 大沢 麻美
７ ４ の １ 中村 彩 ２２ 学校用務員 川田 雄一
８ ５ の １ 三浦亜希子 ２３ 学校用務員 塚田 保雄
９ ６ の １ 小林 洋毅 読み聞かせボランティア
１０ 養護教諭 小林 咲紀
１１ 事務主査 鈴木亜矢子 飛田ちづる 星野 信子
１２ 調理技術嘱託 小林すみれ 板倉 美紀 荒井 陽子
１３ 調理補助員 豊田 恵子 関根身知子 原口みな子
１４ 調理補助員 内田 玉枝 横倉 孝子 須田 早苗
１５ A L T ﾏｴｶﾚﾝ･ｶﾙﾄﾞｻﾞ

授業時数と二学期制

○ 年間授業時数
教科 国 社 算 理 生 音 図 家 体 道 学 総 外 合

学年 語 会 数 科 活 楽 工 庭 育 徳 活 合 活 計

１年 306 136 102 68 68 102 34 34 850
２年 315 175 105 70 70 105 35 35 910
３年 245 70 175 90 60 60 105 35 35 70 35 980
４年 245 90 175 105 60 60 105 35 35 70 35 1015
５年 175 100 175 105 50 50 60 90 35 35 70 70 1015
６年 175 105 175 105 50 50 55 90 35 35 70 70 1015

○ 前期・後期の区分 （ ）内は 6年生
学期 前 期 後 期

計
月 ４月１日～１０月２０日 １０月２４日～３月３１日

授業日 １０３日 ９４日(９３日) １９７日（１９６日）
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【クラブ・総合的な学習の時間】

１ クラブ活動の充実
○クラブ活動は個性を生かす教育です。児童が各自の興味関心に応じ
て、好きな活動を選択し学習します。
○クラブ活動においては、学年の所属を離れ、第４学年以上の同好の
児童をもって組織し、共通の興味・関心を追究する活動を行いま
す。
スポーツ
ものづくり・アート

☆活動日☆
金曜日

調 理・手 芸 １４：５５ ～ １５：４０

２ 総合的な学習の時間(黄金樹)の充実
○横断的・総合的な学習や探究的な学習を通して、自ら課題を見付け、
自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、よりよく問題を解決する資
質や能力を育成するとともに、「知識・技能」、「思考力・判断力・表
現力等」、「学びに向かう力・人間性等」、いわゆる汎用的能力を育成
します。（ ）内は、関連する主な教科
３年 ・めざせ！男沼の野菜博士（理科・社会・国語）

・世界に歌声を届けよう（音楽・プログラミング学習）
・目指せ金メダル（教科横断的な学習）他 ７０時間

４年 ・手をかそうみんな親切男沼っ子（国語・道徳）
・男沼小オリンピックチャレンジ（教科横断的な学習）他７０時間

５年 ・山の自然を調べよう（理科・社会）
・私たちの利根川（理科・社会・国語）他 ７０時間

６年 ・感謝の気持ちを男沼小学校に伝えよう（家庭科・道徳）
・鎌倉博士になろう（社会）他 ７０時間

校章（黄金樹）の由来

黄金樹は北米原産の

木 で ハ ナ キ サ サ ゲ

（ノウゼンカズラ科）

で あ る 。 こ の 木 は

1920 年頃、時の青年
団長の浅見徳治さんが退任する

記念に植樹されたものである。

それ以降、多くの子どもたちが

黄金樹を見ながら成長し、卒業

生の心にも強く記憶されること

になった。また、この葉は校章

にもデザイン化され、本校のシンボルツリーといわれ

るようになった。

（校章）１９７３年（昭和４８年）男沼小学校校章

を制定。４枚の葉は黄金樹で４つの字を表し、文字は

肥沃な男沼地区の整備された農地を表現する。


